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第７２号 

オ ー ズ ニ ュ ー ス  

大西脳神経外科病院の理念 

生命を尊厳し、科学の心と芸術
的技術と人間愛をもって病める
人々に奉仕する。 

大西脳神経外科病院の基本方針 

１．生命と人権を尊厳した医療を
実践する。 

２．神経疾患の専門的高度医療
を実践する。 

３．常に新しい医学の修得に励
む。 

４．救急医療は医療の原点と考
え、２４時間対応する。 

５．地域の医療機関との連携を
密にし、地域協力型の医療
を志向する。 

 あけましておめでとうございます。開院して

丸十年が過ぎました。診療面においては周りか

ら高い評価を得られるようになり、日本経済新

聞で脳卒中治療においてＡＡＡランクを獲得し

ましたし、動脈瘤治療でもAAAランクを、ま

た、つい先日もプレジデントという雑誌で

2009年のDPCデータからトップレベルの評

価を得ました。 

 医療機器では3Dの機器を利用することで診断が格段と行いやすくな

りましたし、手術の監視方法では大学病院に負けないトップレベルの水

準にまで成長してきました。車と同様にナビゲーションシステムを利用

し、確認しながら手術を行うといった非常に優れた方法も確立していま

す。 

 看護部では7対1の入院基本料も取得し、SCUも増床出来ました。リ

ハビリにおいては呼吸器管理に重点を置き、STが嚥下の評価、食事面

で工夫し、PTが呼吸介助を行うといった方法をとっており、その結果

十年前と比べて肺炎の発症率が格段に下がり、治療成績の向上に非常に

大きく貢献しました。 

 次の十年をどのようにステップアップさせるのか色々考えています

が、現在の医療情勢も日本経済も非常に不安定で、ますます進む高齢化

の中、医療福祉を国がどこへ位置づけするのかで我々の進む道も変わっ

てきます。次を目指すにはどうするのか、今年はそれを企画・立案する

大事な一年になりそうです。       （2011年１月朝礼より） 

「オーズニュース」の内容に関するお問い合わせは地域医療連携室（０７８－９３８－１２８８）まで 
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患者さまの権利と責務 

１．ご病気になられた場合は、私
どもとの良好な信頼関係のも
と、平等・公平に当院における
最高の医療をお受けいただく
権利があります。 

２．ご病気に関しては、わかりやす
く納得いく説明を受け、治療を
お受けいただく権利がありま
す。 

３．ご自身の診療記録について
は、開示を求める権利がありま
す。適当と判断できれば、ご
本人、あるいはご家族に診療
記録を開示いたします。 

４．また、その診療情報が他人に
漏れないように求める権利もあ
ります。 

５．治療方針については、第三者
の意見を聞くことができる権利
があります。その場合、私ども
は、必要とされる医療情報の
全てを提供いたします。 

６．私どもが、上記のことを達成
し、良質で安全、効率的な医
療をご提供するために、患者
さまには、次のことをお守りい
ただきますようお願いいたし
ます。 
①ご自身の健康に対する正

しい情報の提供と、医療へ
の積極的な参加 

②他の患者さまの診療に支
障をきたさないためのご協
力 

 ご 挨 拶 



 言語聴覚士はSpeech-Language-Hearing 

Therapist＝STと呼ばれています。 

 仕事内容は、ことばを理解する、話すことが

難しくなり、コミュニケーションが上手にでき

なくなった方や、コミュ二ケーション以外に記憶力や注意力、認知機能などの障

害を患った方を対象としています。各々の問題に合わせた検査や治療など通じて

能力の維持向上を目指した支援を行います。さらに飲み込みが困難になった方に

治療をしたり食事摂取方法や食事形態を指導したり、少しでもその人らしい生活

が送れるように様々な援助を行います。             言語療法室 

 言語聴覚士って？ 

外来担当医表 

「オーズニュース」の内容に関するお問い合わせは地域医療連携室（０７８－９３８－１２８８）まで 

 月 火 水 木 金 

１診（午前） 大西 垰本 久我 中嶋 兒玉 

  （午後） 垰本 大西 久我 中嶋 兒玉 

２診（午前） 久保田 宮田 林 富永 担当医 

  （午後） 久保田 宮田 林 富永 脊髄外来 

３診（午前） 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 

  （午後） 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 

５診（午前） 担当医 鈴木 担当医 担当医 担当医 

  （午後） 担当医 鈴木 担当医 担当医 担当医 

６診（午前） ー ー ー ー ー 

  （午後） ー ー ー ー （第1、第3） 

川村 

※診察受付時間：月～金 午前８：３０～１１：３０、午後１３：３０～１６：３０ 

 
お知らせ 

 

紹介状がある方も保

険証は必要です。必

ずご持参下さい。 

 

ＪＲ大久保駅～山陽

電鉄江井ヶ島駅間で

無料送迎バスを運行

しています。 

 

受診予約はかかりつ

けの診療所からして

いただけます。詳し

くは地域医療連携室

まで。 

～「院内エコ」の取り組み～ 
 当院では、CO2削減を目的とした環境省の「チャレンジ25キャンペーン」に

も参加し、院内に「省エネ委員会」を設けて、自分たちにも出来る身近な取組み

を推進しています。 

 行動を起こし、それを続けていく上で肝心なのは、個人に意識してもらうとい

うことです。そのために、当院では多くの職員が毎日目にする「電子カルテ」の

トップ画面に以下のような「院内エコ」の行動目標を掲示しています。掲示をす

る前と後で、職員の会話の中などに、少しずつですが意識の変化を感じるように

なりました。今後、電気使用量の実績を検討するなどして、取組の成果を図って

いく予定です。 
  
     ① 冬場の室温設定は、22℃で！ 

     ② 日勤帯終了後は、使わないPC端末の電源をOFFに！ 

     ③ 更衣室など、使っていない時には照明を消しましょう！ 

     ④ なるべく階段を使って、エコと健康増進を！ 
  
             推進責任者は各部署長、実行は全職員で！ 


